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 【目的】本研究の目的は頭頸部癌の強度変調放射線治療（IMRT：intensity-modulated radiation therapy）後の耳
下腺の体積の長期に渡っての縦断的変化について明らかにすること、耳下腺平均線量や耳下腺体積と口腔乾燥
症状の関係を明らかにすること、IMRT 後の耳下腺体積変化の予測因子を明らかにすることである。【方法】
東北大学病院放射線治療科にて 2009年 12月から 2014年 12月の期間に IMRTによる根治的放射線化学療法を
施行した上咽頭癌の患者の内 3年間以上縦断的なデータを得ることの出来た患者 20例、左右 40耳下腺を対象
として後ろ向きに解析した。耳下腺体積の縦断的な評価の為に CT検査を 6つの periodに分類した。放射線治
療後 0〜6ヶ月、7ヶ月〜1年 6ヶ月、1年 7ヶ月〜2年 6ヶ月、 2年 7ヶ月〜3年 6ヶ月、3年 7ヶ月〜4年 6
ヶ月、4年 7ヶ月〜5年 6ヶ月をそれぞれ Period 0、1、2、3、4、5とした。またこれら 20例の内 15例におい
て、放射線治療後 3年以上の期間が経過してからの口腔内乾燥症状を口腔水分計による口腔内水分量の測定と
GOHAI(General Oral Health Assessment Index)による QOL評価を用いて評価した。統計解析は JMP Pro version 13
（SAS Institute, Cary, NA）を用いて行なった。耳下腺体積は各 periodでの耳下腺の体積を放射線治療開始前（治
療計画 CT）の耳下腺体積に対する割合に変換した（標準化耳下腺体積）。 Steel-Dwass検定を用いて、period 0
〜5についての標準化耳下腺体積の縦断的な変化を評価した。Wilcoxon順位和検定を用いて、耳下腺平均線量
が 40Gy 未満と 40Gy 以上、治療開始時年齢が 50 歳未満と 50 歳以上、男性と女性、StageⅠ,Ⅱ と StageⅢ,Ⅳ に
ついて各 periodの標準化耳下腺体積を比較した。耳下腺平均線量（両側耳下腺）と口腔水分計の測定値、GOHAI 
score、最終観察時点での標準化耳下腺体積（両側耳下腺）と口腔水分計の測定値、GOHAI scoreについて相関






p<0.0001）。標準化耳下腺体積の nadirは period 0に現れていて、period 3 で有意に回復した（Steel-Dwass検定; 
p=0.0280）。period 2以降では標準化耳下腺体積の有意な増減はなかった。統計学的に有意な差は認めなかった
が、period 1、2、3、4で 40Gy以上よりも 40Gy未満の方が標準化耳下腺体積は大きく（Wilcoxon順位和検定 ; 
p=0.1987-0.695）、period 0、1、2、3、4で治療開始時年齢が 50歳以上よりも 50歳未満の方が標準化耳下腺体
積は大きく（Wilcoxon順位和検定 ; p=0.066-0.558）、period 1、2、3、4で男性の方が耳下腺標準化体積は大き
かった（Wilcoxon順位和検定 ; p=0.1746-0.9060）。StageⅠ,Ⅱの患者と StageⅢ,Ⅳの患者の標準化耳下腺体積に
統計学的に有意な差は認めなかった（Wilcoxon順位和検定 ; p=0.2850-0.9566）。口腔水分計による測定値（平




めなかった（r=0.450、p=0.093）。GOHAI scoreが 55未満の群（n=7）の治療開始時年齢（平均値±SD）は 58.2±10.8
歳、耳下腺平均線量（平均値±SD）は 44.7±11.5Gy、治療開始前の耳下腺体積（平均値±SD）は 51.8±8.5 ㎤、
period 0の標準化耳下腺体積（平均値±SD）は 69.0±9.8％であった。GOHAI scoreが 55以上の群（n=8）の治療
開始時年齢（平均値±SD）は 43.1±14.4 歳、耳下腺平均線量（平均値±SD）は 39.1±8.7Gy、治療開始前の耳下
腺体積（平均値±SD）は 63.9±15.4㎤、period 0の標準化耳下腺体積（平均値±SD）は 67.0±7.0％であった。統
計学的に有意な差は認めなかったが、GOHAI scoreが 55以上の群の方が治療開始時年齢は低く（Wilcoxon順




きく（Wilcoxon順位和検定 ; p=0.164）、period 0の標準化耳下腺体積は小さい（Wilcoxon順位和検定 ; p=0.684）
という結果であった。【結論】耳下腺体積は放射線治療中〜後に一度急速に減少し、その後徐々に回復し放射
線治療後およそ 3年にプラトーに達し、その後は大きな回復がないことが明らかになった。耳下腺に照射され
た平均線量と長期経過後の口腔水分計の測定値と GOHAI score との間に負の相関関係があることが明らかに
なった。IMRT後の耳下腺体積変化の予測因子は明らかにならなかった。 
 
 
